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＜学習環境に関すること＞ 
 

• 多言語環境での発音指導 

• 非英語母語話者を対象とした
発音指導 

• 日本語を話せない学習者への
対応 

• 多様な学習者への対応法 
• 40人前後のクラスを対象とした
音声指導 

• All English 授業 
• 小学校・中学校英語教育 
• 小学校英語教育 
• 小学校での英語指導 

＜学習者に関すること＞ 
 

• 人前で発音することに抵抗を

感じる 

• カタカナで読み仮名をふる 

• 発音すること、読むことに消

極的 

• ペア練習を行わない 

• 恥ずかしがって話さない 

• 個人差 

1. はじめに 

2014年度 小中高 教員アンケートより要約 

1-1. 教員免許更新講習 志望動機・期待・課題 



＜2014年度までの環境＞ 
 

• 1クラス 20-30人 
• CALL教室使用 
①発音練習（適宜個別指導） 
②PC標準搭載のsound recorder 
で各自録音 

③学内onlineシステムを利用し、
音声提出 

④回収した1クラス分の音声と 
「評価シート」を全員に配信 

⑤各自音声を聞き「評価シート」
の基準に沿って相互評価 

⑥相互評価の集計結果を返却 

＜2015年度後期 授業環境＞ 
 

• 1クラス100人を越えそう！ 
• CALL教室予約不可 
どれが誰の声か分からない 
 
PC持ち込み不可 
 
Wifi 接続も不可 
 
1クラスの人数が多すぎる 

 
 スマホの利用方法を 

考えてみよう！ 

1. はじめに 
1-2. 授業実践の背景 



• 京都市の大学で2015年度後期に開講された「英語音声学」の履
修生194名（2年次生 133名,  英語専攻 151名） 

• TOEIC M = 580.32, sd = 131.13, n = 78 
 
 

• 開講時アンケート（抜粋） 

2. 参加者と手順 
2-1. 参加者 

あなたがもっている機器
のうち、インターネット接続
できるものを全て選んでく
ださい。(n= 88, 複数回答) 
iPhone 59 
iPad 4 
iPod touch 4 
ノートPC (Windows) 41 
ノートPC (Mac) 5 

あなたはどんな英語発音を身につけた
いですか？(n= 88) 
1. 英語のネイティブ・スピーカーの
ような発音で話せるようになりた
い。 

65 

2. 伝えたいことが相手に伝わるなら、
発音にはこだわらない。 

23 

3. 日本人であることが相手に伝わ
るような発音をキープしたい。 

0 



2. 参加者と手順 
シラバス 



2. 参加者と手順 
2-2. 授業計画 

個別音 プロソディ 

Dragon Dictation 課題 
（個別音） 

音声録音 課題 
（プロソディ） 

資料 1 

資料 2 



2. 参加者と手順 
Dragon Dictation 課題 

資料 1 



2. 参加者と手順 
2-3. 音声認識アプリ 

• Dragon Dictation Ver. 2.0.28 
Requires iOS 4.0 or later.  
Compatible with iPhone, iPad, and iPod touch.  

(Nuance, 2014.) 

• ListNote Speech-to-Text Notes 
Requires Android 2.3.3 and up.  

(Informer Technologies, 2015.)  

• Easy Voice Notepad (Version 1.2)  
Requires Android 4.1+.  

(CCHS Software, 2016.)  











では、何か 
しゃべってみましょう 





2. 参加者と手順 
2-5. 最終レポート 

資料 2 



3. 結果と考察（課題） 
3-1. Dragon Dictation 課題 (10回で220語)  

(提出延べ124,581語, 1人1提出中  M=92.9, sd = 70.9) 



3. 結果と考察（課題） 
3-2. 誤認識されやすい語リスト 



3. 結果と考察（課題） 
3-2. （考察）誤認識されやすい語リスト 

• an /ən/ 

• ought /ɔ́ːt/ 

• author /ɔ́ːθər/ 

センテンス中なら認識
されるかも？ 

/ɔ́ː/ に問題。 
cf. law /lɔ́ː/ 

/θ/ に問題。 
cf. thank / θǽŋk/ 
     path / pǽθ/ 



3. 結果と考察（課題） 
3-3. 誤認識されやすい要素 

asleep -> a / sleep, at three head / when -> had to win 
unkind -> I'm kind shear -> see her 
dislike -> this like binder -> being the, buying the 
rehearse -> the house, we house author -> all the star 
adviser -> other baiser, by the essay -> and say 
thank -> thank you treasure -> to Asia 
use / do -> used to an -> I'm 
rouge -> lose you university -> you need busty 

センテンスレベルなら
認識されるかも？ 

② 

① 



3. 結果と考察（課題） 
3-3. 誤認識されやすい要素①音の挿入 



3. 結果と考察（課題） 
3-3. 誤認識されやすい要素②子音クラスター 



3. 結果と考察（課題） 
3-4. 誤認識されやすい音 

ought /ɔ́ːt/ 
author /ɔ́ːθər/ 
an /ən/ 



3. 結果と考察（課題） 
3-4. 誤認識されやすい音 



3. 結果と考察（課題） 
3-3, 4. （考察）誤認識されやすい要素・音 

• 音の挿入（語末） 

• 子音クラスター（語頭） 

• 後舌母音 /ɔː/ 

• 中舌母音 /ə/ 

• 無声摩擦音/θ/  

• 鼻音 /n/（語末） 



4. 結果と考察（最終レポート） 
4-1. 狙い通りの自己分析例 (1) 

思い通りに聞きとってもらえなかった語 
P.6  
end → and 
last → lost 
P.8  
law → low 
odd → all 
want → one 
 
この聞き取ってもらえなかった語から、私はとくに母音(特にa
とo)の発音、LとRの発音、THの発音について注目する。 

P.10 
an → on 
heard → hard 
P.18 
pen → pan 
class → cross 

P.22 
path → pass 
author → also 
P.24 
rouge → lose 

P.26 
run → long 
right → light 



①母音の発音 

テキスト DD 

End And 

Last Lost 
Law Low 

Odd All 
Want One 

An On 

Heard Hard 

Pen Pan 

私は母音の発音が一番難しく、何度も
挑戦したが最後まで聞き取ってもらえ
なかった語も多かった。母音の発音は
口がどのくらい開いているか(舌の高さ
)、舌のどの部分が一番高くなっている
か(舌の位置)、そして唇が丸くなってい
るか(唇の形)の３つの要素によって音

が決定づけられるため、母音の発音を
するときはその３つの要素に注意しな
ければならない。 
… (略) …次に、LawがLow、OddがAll、 

WantがOneと表示されたのは、後舌母音が完ぺきではないことがわ
かる。まずLawのaは唇を丸めて尖らせ、顎を下げて口を縦に開けて

発音する。このような単語は喉の奥から声を出すつもりで発音する
必要があり、発音している途中で口の開け方が小さくならないように
注意しなければならない。… (略) …自分が口を大きく開いたまま発音

することが苦手だと言える。そのため、後舌母音の単語は口を大きく
開けて発音することに気を付けなければならない。 



③THの発音 

テキスト DD 

Path Pass 
Author Also 

THは摩擦音で、調音点は舌先と上歯で舌の前のほうを

上前歯にあててその隙間からこすらせるようにして強い
息をだして発音する。舌を上前歯から離す前に息を出さ
なければならず、離すのが早すぎると摩擦音にならない
のでタイミングに気を付けなければならない。摩擦音は
狭いところから息を出すのでかなり強い息が必要になる
ため、十分に息が出ていないと正しい発音として認識さ
れない。私が聞き取ってもらえなかったPathとAuthorは

後半に摩擦音があるためなかなか強い息を保てないこと
も一つの原因であると考える。伝わりやすい発音をする
には息を強く保たなければならない。 



4. 結果と考察（最終レポート） 
4-1. 狙い通りの自己分析例 (2) 

私の英語発音の傾向を、Dragon Dictationという音声認識アプ

リを利用して考察していく。下のリストの左側は、私が発音し
た英単語、右側はDDの表示結果である。 

week→weak thank→think there→their shore→sure 

ink→inc ought→all boor→bore author→also 

sit→shit an→m, am moor→more path→pass 
end→and sir→soar lure→lore zip→dip 

class→glass shear→shere your→you're has→had 

このレポートでは、end、path、zipの3つの単語を解析し、問
題点と共に解決法を述べる。… (略) … 



… (略) …andのaの音は中舌母音といい、英語の発音で最もよく使
われるあいまい母音(schwa)である。andのaを発音するときは、口

の力を抜き、口を軽く開いた状態で常に弱く短くあいまいに発音
する。以上のことから、私は前舌母音を苦手とし、中舌母音と区
別がつかない発音をしていることがわかった。 
  
次に、pathの発音に注目する。pathのthの音は摩擦音と呼ばれ

る。摩擦音は、狭い隙間を開けて、そこから息をこすらせるように
出す。pathのthを発音するときは、調音点が舌先と上歯であるこ

とに気を付け、舌の前のほうを上前歯にあて、その隙間からこす
らせるようにして強い息を出す。passのsの音もthと同じ摩擦音な

のだが、調音点は歯茎、舌先を上の歯茎に近づけ、前舌の表面
と歯茎の裏との隙間から息を押し出す。以上のことから、pathを

発音するときに、舌先を上の歯茎に近付けて調音してしまってい
ることが原因だと考える。 
 



ここまでの分析から、私は前舌母音を重点的に練習し、中舌母音
との音の区別ができるようにすることが必要であることがわかる。
aとeを正しく発音するためには、口の形を矯正することもまた必要
である。それに加え、thとsの調音点を再確認し、z、dの調音法を
習得することが必要である。具体的にいうと、zipを発音するとき
は、強い息を出して摩擦させることが大事である。逆にdipを発音

するときは、ほとんど摩擦させずに瞬間的に息と音を同時に強く
出すことがポイントである。 

教科書の記述を引用 
⇒自分の発音の仕方を分析 
⇒今後気をつけることをまとめる 
というプロセスを経て、 
 教科書に書いてあることの理解が促される。 
 自分の発音を客観的に分析することができる。 
 今後の留意点について自分で考えることができる。 
 



1. 聞き取ってもらえなかった語を書きだす 
put stop busy bet /team study/ day binder mind/ cake 
biggest/miss major/nice snake 
long thing bring singer/feed gift/visit vest/ author path/brother 
with/seat place/zoom has 
 
２．上記をまとめ、どの語に注目するかを決める 
/p/,/b/ put stop busy bet    
/m/ miss major          
/f/,/v/ feed gift 
/t/,/d/ team study        
/n/ miss major                 
 
３．/p/,/b/に注目する。 

4. 結果と考察（最終レポート） 
4-2. 的外れの自己分析例 

/o/,/o/ author path brother with 
/k/,/g/ day binder mind    
/ng/ long thing bring singer    
/s/,/z/ zoom has 



４．なぜそう聞こえたのかの説明 

息の流れを調音点で一旦止め、それを開放するときに一気に
息を出さなければいけないのに全部の音に力を入れてしまい、
閉鎖音になっていませんでした。日本語に慣れすぎて英語の
発音の仕方を日本語の発音でしてしまった。「パ」と「バ」の発
音の際に、口の開きが狭くて同じように聞こえてしまいました。 
 
 
５．今後気を付けること 

発音するときに今まで以上に口を大きく開き、息の流れを調音
点で一旦止めることに注意します。閉鎖音になっていない理
由が息の流れを調音点で一旦止められていないことと、一気
に息を出せていないことなので息を吸うときも吐くときもメリハ
リをつけ「パ」と「バ」に意識します。第一強勢と第二強勢を受
ける母音を発音する際は今まで以上に強い息を出すように心
がけるようにします。 

問題はそこではない。 
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